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銀河と銀河の衝突は宇宙で頻繁に起こっている。衝突が進んだ銀河は赤外線で明るい銀河 Ultra/Luminous
Infrared Galaxies (U/LIRGs: LFIR > 1012 L⊙, LFIR > 1011 L⊙)に分類されている。これは、銀河衝突によって
星形成活動が誘発されているからだと考えられている。したがって、銀河進化を理解する上で、銀河衝突の研究
は重要であるといえる。
　また、衝突していない渦巻銀河と衝突して爆発的星形成を起こしているU/LIRGsは異なる分子ガス質量と星形
成率の関係 (Kennicutt-Schmidt関係)を示すことが観測的に明らかになっている。理論シミュレーションではこ
れらの違いが衝突による星形成効率 (SFE=ΣSFR/ΣGAS)の進化に起因していると主張している。しかし、観測
的な証拠は得られていない。というのも、衝突銀河の分子ガスの観測は衝突が進んだ赤外線で明るい銀河に偏っ
ており、衝突初期段階の銀河の観測がこれまで行われていなかったからである。
　そこで、衝突初期段階の銀河を 12天体 (6ペア)ASTE望遠鏡を用いて 2014年 11月に CO(3-2)輝線を観測し
た。CO(3-2)輝線は暖かく高密度な分子ガスの指標となり、直接星形成に関連する分子ガスの量を知ることがで
きる。本観測から星形成効率が銀河衝突で進化することを示す結果が暫定的ではあるが得られた。しかし、観測
銀河の数を増やす必要がある。そこで、2015年 6月に衝突銀河 60個について同様の観測を行う予定である。最
新の観測結果も踏まえて、銀河衝突における星形成効率の振る舞いを紹介する。


